
地理 日本の領域
日本の排他的経済水域

沿岸の国が資源の開発や調査ができる排他的経済水域は、領土から200海里（約370km）
の範囲と決められている。
日本は多くの離島があるため、領土の対する排他的経済水域の面積が広くなっており、排他
的経済水域の面積は領土の10倍以上になっている。
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日本の領土の東西南北の端には以下の島がある。
東端の島 ： 南鳥島
西端の島 ： 与那国島
南端の島 ： 沖ノ鳥島
北端の島 ： 択捉島
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